巻頭言 by Hirai, Yasuhisa
巻頭言 ご挨拶に代えて
会長平井安久
4巻前 (4年前)の巻頭言では，中学校教学の(現行)学習指導要領に統計領域が戻って
きたことを個人的にポジティプにとらえて話題にしました.言語活動がキーワードになっ
ていたとも言える学習指導要領でした(まだ現行です)が，すでに次期学習指導要領の動向
が関心を集めている今日この頃です.まだ具体的に明文化されていない箇所も多いですが，
おおまかな傾向はピックアップできそうです.
関連する文科省ホームベ}ジを拾い読みしてみると.r前回改訂の成果と次期改訂に向け
た課題Jという項で.r我が国の子供たちについては，判断の根拠や理由を示しながら自分
の考えを述べたり，実験結果を分析して解釈・考察し説明したりすることなどについて課
題が指摘されることやJ ・ (途中略)・ ・子供が自らの力を育み，自ら能力を引き出し，
主体的に判断し行動するまでには必ずしも十分に達しているとは言えない状況にある.~と
書かれています.
その上で，次期改訂では教育課程と社会との関わりが重要視され.r何ができるようにな
るかJ.r何を学ぶかJ.rどのように学ぶかj という論点で，社会との関わりの中で本質を
見出そうとする話につながっていきます.
さて，次期改訂の中で数学科では「モデル化」に力が入れられるという予想もあるよう
です.個人的にはデータ解析の教材に興味があるので，これまでに発展・定着してきた(は
ずの)統計教材と新たな「モデル化j教材がどのようにからんで展開していくだろうかと
今から一人で勝手に期待しているところです.
自然現象をどのように正確にモデル表現できるかが fモデル化Jの重要さ ・おもしろさ
なのですが，元々教育場面とは別のところで議論され進化してきたものだけに，そのまま
単純に学校教材に流用できる保証もありません.適度な単純化や制約付けが必要となりま
す.生データを生徒たちの目の前に投げ出すだけでは，彼らはお手上げ状態になるでしょ
うし，逆に教師側のお膳立てが良すぎると，キットを組み立てるような単純な数式選びの
話になってしまうでしょう.最終的に生徒たちが「自分で実験結果を分析 ・解釈したぞj
と思ってくれるか，はたまた.r二次関数の練習問題をやらされただけかjと思ってしまう
かは，教師の問題場面作りの価値観次第でしょう.指導する側としては，用語を新しくす
る，話し合い方法を新しくする，タブレット端末を持たせる等の目新しさではなく，どこ
を変えていくことが重要なのかをしっかりと考えたいものです.
今年度より，前会長の黒崎東洋郎先生ご退任の後，会長の仕事を未熟ながらさせていた
だくことになりました.学会創設以来，歴代会長の先生方をはじめ会員の諸先生が不断の
努力で蓄積してこられた業績の重みを肝に銘じて，より良い方向へ学会が発展できるよう
に努力する所存です.引き続き会員の先生方のご指導をよろしくお願い申し上げます.
